
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    読書の秋に寄せて 

校長 東間 義孝 

 秋の深まりとともに、聖心 SR校の周辺の

木々も色づき始めました。また、日中は過ご

しやすく、子供たちの表情にも落ち着きが見

られる季節となりました。 

 日本では、「スポーツの秋」「食欲の秋」「芸

術の秋」「実りの秋」「行楽の秋」など、秋に

ちなむ言葉が多くあります。その中でも、「読

書の秋」は特に親しまれている表現です。涼

しい気候の中で心静かに本に向き合うのにふ

さわしい季節であることから、このように呼

ばれてきました。 

 一方、アメリカでは「読書の秋」という決

まった言い方は無いと伺いましたが、秋は 

“COZY（居心地のよい）” 季節として、多く

の人がお気に入りの場所で本を開き、穏やか

な時間を楽しんでいる姿が見られます。 

 本日の後期始業式でも、「後期は図書館でた

くさん本を借りたい」「日本の本をいっぱい読

みたい」と発表していた子もいました。この

時期は、子供たちが学びへの意欲を新たに

し、読書を通して世界を広げるのにぴったり

の季節です。 

 物語の中で出会う言葉や登場人物の考え方

は、子供たちに新しい視点を与え、想像力や

感受性を豊かにしてくれます。この秋、ご家    

         庭でもぜひ読書の時間を 

         大切にし、お子さんが 

        「読んでみたい」と思う気 

         持ちをそっと後押しして 

         いただけたらと思います。 

令和 7 年 11 月 1 日発行 第 23 号 


